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地区 町に対する要望事項 回答部署

全
体
要
望

町道「宇内・沼越線」の鶴沼川（旧宮川）に架か
る丈助橋の拡幅について （継続要望）

建設課

ＪＲ踏切の拡幅整備について（継続要望） 建設課

県道３３６号「熱塩加納・会津坂下線」と国道
４９号交差路の道路改良について（継続要望）

建設課

公共施設の建設及び整備促進について（継続要望） 政策財務課

坂
下
地
区

坂下地区全域の通年通水と公共下水道及び生活排
水路の整備促進について（継続要望）

建設課

自治会管理の街路灯の町移管及び修繕費の補助に
ついて（継続要望）

建設課

公共施設の建設について（新規要望） 政策財務課

若
宮
地
区

町道勝大線への歩道・自転車道の設置について（継
続要望）

建設課

水害対策について（継続要望）
建設課
産業課

原集落内 町道村中堀南線の拡幅改良工事と防雪
フェンスの設置、延長について（新規要望）

建設課

金
上
地
区

新開津橋の上・下流の土砂撤去等工事及び新開津
橋～細工名橋間の堤防外側雑草の刈り払いについ
て（継続要望）

建設課

「会津坂下・本郷線（県道）」の防雪柵設置延長に
ついて（継続要望）

建設課

地区 町に対する要望事項 回答部署

金上
地区

通学路の防雪柵設置について（継続要望） 建設課

広
瀬
地
区

町道に架かる幸橋の早期架け替えについて（継続
要望）

建設課

県道「喜多方・会津坂下線」の三谷字佐藤分地内
の拡幅またはバイパス新設の整備について（継続
要望）

建設課

川
西
地
区

町道６４号（袋原線）の道路改良について（継続
要望）

建設課

袋原地区の上水道導入について（継続要望） 建設課

旧宮川河川内の雑木の伐採について（継続要望） 建設課

八
幡
地
区

旧八幡コミュニティセンター及び塔寺住宅の解体
について（継続要望）

政策財務課

塔寺・気多宮地内県道の補修及び融雪装置の補完
について（新規要望）

建設課

町道「大沢・和泉線」の防雪柵設置について（継
続要望）

建設課

高
寺
地
区

歴史薫る宿場町の佇まいを見せる束松地区、緑と
自然豊かな束松峠（旧越後街道）を「歩く県道」（洞
門の復元を含む）としての整備促進について（継
続要望）

建設課

高寺地区内の県道２路線沿線集落（窪倉・窪・杉
山）及び県道別舟渡線舟渡バイパスの消雪施設の
設置、並びに鐘撞堂峠の事故多発解消対策と県道
の適正な管理、さらには只見川基幹農道の供用開
始に伴うアクセス道路の整備促進について（継続
要望）

建設課

只見川洪水を教訓とした防災対策の充実と河川護
岸の整備について（継続要望）

建設課

要望実現のために
　

４
月
11
日
、
中
央
公
民
館
に

お
い
て
、
７
地
区
の
区
長
自
治

会
長
が
一
同
に
介
し
て
、
町
に

対
す
る
要
望
事
項
を
直
接
、
町

当
局
に
要
請
し
ま
し
た
。

　

各
地
区
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
要

望
事
項
は
、
下
記
の
と
お
り
で

す
。

　

今
後
、
要
望
実
現
に
向
け
て
、

関
係
機
関
と
協
議
し
な
が
ら
、

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

平成 28 年度　会津坂下町区長・自治会長会全体会議

波
は た の

多野健
けん

悟
ご

会長挨拶

全体会議の様子

　

同
日
、
長
年
区
長
自
治
会
長

と
し
て
、
ご
労
苦
頂
き
ま
し
た

方
々
に
対
し
て
、
町
長
か
ら
感

謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
さ
れ
ま
し
た
み
な
さ
ま

は
、
左
記
の
と
お
り
で
す
。

【
敬
省
略
】

　

上　

 
 

町　
　

猪
俣　

俊
一

　

緑 
 

　

町　
　

長
田　

守
夫

　

仲　
　

町　
　

江
川　

洋
一

　

上 

新 

田　
　

山
内　

明
夫

　

西 

青 

津　
　

齋
藤　

義
春

　

塔
寺
二
区　
　

杉
山　

隆
二

　

平　
　

井　
　

齋
藤　

惠
一

 
 

　

【
敬
省
略
】

　

坂
下
地
区　
　

山
口　

孝
輝

　

若
宮
地
区　
　

江
川　

彦
一

　

金
上
地
区　
　

二
瓶　

哲
也

　

広
瀬
地
区　
　

齋
藤　

義
春

　

川
西
地
区　
　

山
内　

幸
裕

　

高
寺
地
区　
　

田
中　

 

實

町
駐
在
員
表
彰
（
区
長
自
治 

　

 

会
長
と
し
て
５
年
以
上
在
職
）

感
謝
状
贈
呈　
　
　
　

 

　
　

 

　

（
退
任
さ
れ
た
地
区
会
長
） 
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ごみの再資源化にご協力いただき
ありがとうございます！

　

町
は
、「
循
環
型
の
住
み
よ
い
環
境
づ
く
り　

ご
み
ゼ
ロ
ば
ん
げ
」
の
実
現
に

向
け
、
ご
み
の
減
量
と
リ
サ
イ
ク
ル
率
の
向
上
に
関
す
る
様
々
な
施
策
を
展
開

し
て
き
ま
し
た
。

　

昨
年
度
は
「
ご
み
処
理
基
本
計
画
」
を
策
定
し
、
平
成
37
年
度
ま
で
に
達
成

す
る
ご
み
減
量
化
・
再
資
源
化
の
数
値
目
標
を
定
め
て
い
ま
す
。

　

表
１
は
、
基
本
計
画
に
定
め
た
町
の
家
庭
系
ご
み
の
量
と
再
資
源
化
（
リ
サ

イ
ク
ル
率
）
の
目
標
値
と
、
平
成
26
・
27
年
度
の
実
績
で
す
。

　

平
成
27
年
度
の
リ
サ
イ
ク
ル
率
は
、
前
年
度
よ
り
２
．
55
％
増
加
し
、
23
．

18
％
と
な
り
、
目
標
に
大
き
く
近
づ
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
み
な

さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
積
極
的
に
資
源
ご
み
の
分
別
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ

い
た
結
果
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
家
庭
系
ご
み
の
量
は
前
年
度
に
比
べ
て
１
４
８
．
89
ｔ
（
３
．
９
％
）

増
加
し
て
３
９
６
６
ｔ
に
、
一
日
一
人
あ
た
り
の
ご
み
の
量
は
前
年
か
ら
５
．

55
％
増
加
し
て
、
６
４
６
ｇ
と
な
り
、
全
体
と
し
て
は
残
念
な
が
ら
増
加
し
て

し
ま
い
ま
し
た
。

　

ご
み
の
量
は
、
一
般
的
に
一
世
帯
あ
た
り
の
人
数
が
少
な
く
な
る
ほ
ど
一
人

あ
た
り
の
排
出
量
は
増
加
す
る
と
さ
れ
て
お
り
、
当
町
で
は
世
帯
数
が
増
加
傾

向
に
あ
る
こ
と
も
ご
み
量
が
増
加
し
た
一
因
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

ご
み
の
減
量
化
に
は
①
発
生
抑
制
、
②
再
使
用
、
③
再
生
利
用
の
順
に
取
り

組
む
の
が
よ
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
具

体
的
に
は
①
必
要
な
も
の
だ
け
を
購
入

す
る
②
再
び
使
え
る
も
の
は
捨
て
ず
に

使
う
③
資
源
（
紙
や　

マ
ー
ク
の
つ
い

た
容
器
包
装
な
ど
）
を
き
ち
ん
と
分
別

す
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ひ
き
つ
づ
き
、
分
別
な
ど
の
再
資
源

化
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
と
と
も
に
、

生
ご
み
は
水
切
り
し
て
出
す
な
ど
、
ご

み
の
全
体
量
の
削
減
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

問
生
活
課　

戸
籍
環
境
班

　

☎
84
‐
１
５
０
０

（表 1）　　ごみ処理基本計画における目標と実績（平成 26 ～ 27 年度）

項　目
目標

（平成 37 年度）
平成 26 年度 平成 27 年度 前年比

町の家庭系ごみの量

（全体量）

3,578t 以内 3,817.35t 3,966.23t 148.88t

目標との差 239.35t 388.23t

町の家庭系ごみの量

（町民１日１人当たり）

583g 以内 612g 646g 34.00g

目標との差 29g 63g

ごみリサイクル率

（ごみ総量に対する資

源の割合）

26.0% 以上 20.63% 23.18% 2.55%

目標との差 -5.37% -2.82%

～平成 27 年度　ごみの排出状況をお知らせします～
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 　 ◇バンビィ遊びの３間『時間・空間（場所）・仲間』づくり事業◇

～運動の基本は遊びにある！楽しく動いて運動を好きになってもらいたい～
バンビィキッズプログラム（こども運動教室）　参加者募集！

　バンビィキッズプログラムは走ったり、飛び跳ねたり、鬼ごっこしたり、昔遊びや町民体育館にあ

る運動用具を利用して、頭を使い、楽しく遊びながら運動能力を高めるプログラムを行う１時間程度

のこども運動教室です。また、四季ごとのイベントも計画しています。

　まずはお気軽に体験しに来てください。ご参加をお待ちしています。

　◇期　　間　６月７日（火）から活動開始します。※年間を通して活動していきます。

　◇時　　間　●元気っこクラス：毎週火曜日 午後２時３０分～　　幼稚園児対象

　　　　　　　●やんちゃクラス：毎週火曜日 午後３時３０分～　　小学１～３年生対象

　◇場　　所　会津坂下町民体育館　２Ｆ　体育場

　◇定　　員　各クラス１５名になり次第受付を終了します。

　◇準 備 品　運動しやすい服装・上履き・飲み物を持参してください。

　◇参 加 費　バンビィの会員登録（年会費：２，５００円）が必要です。

　　　　　　　※活動費（スポーツ用具の購入やイベントなど開催するため）として

　　　　　　　前期１，５００円、後期１，５００円を徴収させていただきます。

　◇申込方法　申込用紙を準備していますので、下記事務局までお越しください。

～スポーツの基本となる『走ること』を楽しく伝えたい～
バンビィランニングクラブ　参加者募集！

　スポーツクラブバンビィでは昨年より『バンビィランニングクラブ』を立ち上げました。

　スポーツの基本となる『走ること』の重要さを伝え、こどもの体力・運動能力の向上はもちろん、

スポーツをするための時間・場所・仲間を確保し、『走ること』の楽しさを伝える目的で年間を通し

て活動します。

　ご参加お待ちしています。

　◇期　　間　６月４日（土）毎週土曜日※年間を通して活動していきます。

　◇時　　間　午前９時３０分～１１時

　◇場　　所　坂下南小学校グランド　ほか

　　　　　　　（ランニングができる会津管内の公園）

　◇内　　容　①『走ること』の楽しさを伝える。

　　　　　　　②基本的体力を養うために遊び（昔遊び・鬼ごっこ）などを含んで実施します。

　　　　　　　③クラブを通した仲間づくりや団体でのルールを教えます。

　　　　　　　④１０月１６日のあいづばんげ『いにしえ街道』マラソン大会などの大会に

　　　　　　　　参加します。

　◇対象定員　小学３～６年生で先着２０名

　◇準 備 品　運動しやすい服装・タオル・飲み物 などを持参してください。　

　◇参 加 費　バンビィの会員登録（年会費：２，５００円）が必要です。

　　　　　　　また、活動費として年間３,０００円いただきます。

　　　　　　　※すでにバンビィ登録している会員は活動費のみを集めます。

　◇申込方法　申込用紙を準備していますので、下記事務局までお越しください。

◇バンビィキッズプログラム（こども運動教室）・ランニングクラブに関するお問い合わせは…
特定非営利活動法人スポーツクラブバンビィ　（町民体育館内）　☎８３－２３０１
会津坂下町教育委員会教育課社会文化班　（中央公民館内）　☎８３－３０１０
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　　                  　　           　　　　　　　     town topics           　　まちの話題

　

現
在
町
に
は
２
名
の
地
域
お
こ

し
協
力
隊
が
お
り
ま
す
が
、
６

月
よ
り
、
地
元
に
い
る
と
気
づ
か

な
い
視
点
や
情
報
発
信
力
を
活
か

し
、
地
域
資
源
や
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
す

る
仕
組
づ
く
り
を
行
う
た
め
、
３

人
目
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
お

迎
え
し
ま
す
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
は
、
人

口
減
少
や
高
齢
化
等
の
進
行
が
著

し
い
地
方
に
お
い
て
、
地
域
外
の

人
材
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
、
移

住
・
交
流
の
支
援
な
ど
地
域
協
力

活
動
を
行
っ
て
も
ら
い
、
そ
の
定

住
・
定
着
を
図
る
こ
と
で
、
意
欲

あ
る
都
市
住
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え

な
が
ら
、
地
域
力
の
維
持
・
強
化

を
図
っ
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し

た
制
度
で
す
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
３
名
に

は
、
町
で
の
生
活
を
楽
し
み
、
町

を
知
り
、
好
き
に
な
っ
て
も
ら
え

れ
ば
と
思
い
ま
す
。
外
か
ら
見
た

時
、
実
際
に
生
活
を
送
っ
て
み
た

時
に
感
じ
た
町
の
魅
力
を
一
緒
に

磨
き
上
げ
、
Ｐ
Ｒ
し
、
町
を
活
性

化
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

地域おこし協力隊齋藤町長のスマイルトーク

　

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

は
、
固
定
資
産
税
の
課
税
価
格
の

不
服
の
申
し
立
て
に
つ
い
て
審
査

を
行
う
機
関
で
あ
り
、
３
名
の
委

員
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
委
員
の
一
人
の
飯
塚
正
治

さ
ん
（
鉄
砲
町
）
が
３
月
31
日
で

任
期
満
了
と
な
り
、
後
任
に
佐
藤

久
惠
さ
ん
（
新
栄
町
）
が
選
任
さ

れ
ま
し
た
。

　

４
月
13
日
に
、
退
任
と
な
る
飯

塚
さ
ん
に
感
謝
状
が
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
同
日
委
員
会
が
開
催
さ

れ
、
新
委
員
長
に
渡
辺
榮
一
さ
ん

（
舟
渡
）
、
そ
の
職
務
代
理
者
に
横

山
源
栄
さ
ん
（
中
政
所
）
が
選
任

さ
れ
ま
し
た
。

固定資産評価審査委員に佐
さ

藤
とう

久
きゅう

惠
い

さんを選任

飯塚正治さん（左から２人目）と
固定資産評価審査委員 佐藤久惠さん

幼稚園・保育所　交通安全教室
　

４
月
21
日
に
坂
下
東
幼
稚
園
、

22
日
に
坂
下
南
幼
稚
園
、
28
日
に

ば
ん
げ
保
育
所
で
交
通
安
全
教
室

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

警
察
署
の
方
か
ら
、
交
通
安
全

に
つ
い
て
の
お
話
を
聞
い
た
後
、

保
護
者
と
手
を
つ
な
い
で
、
「
信

号
を
よ
く
見
て
ね
」
「
手
を
し
っ

か
り
あ
げ
て
ね
」
な
ど
、
警
察
官

や
先
生
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら

い
な
が
ら
、
園
庭
で
手
作
り
横
断

歩
道
を
渡
っ
た
り
、
実
際
の
道
路

を
横
断
し
た
り
し
て
、
安
全
に
道

路
を
渡
る
た
め
の
練
習
を
楽
し
く

行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

坂下南幼稚園

坂下東幼稚園
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　　                  　　           　　　　　　　     town topics           　　

き　り　と　り

結婚 60 周年祝　申込用紙

氏　名 年　齢

電 話 番 号
夫 歳

妻 歳 結婚年月日

住
所 会津坂下町

会津坂下町消防団　
春季検閲式が行われました

　

４
月
24
日
、
晴
れ
空
の
も
と
坂
下
南

小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
会
津
坂
下
町
消

防
団
春
季
検
閲
式
が
行
わ
れ
、
団
員
た

ち
は
通
常
点
検
、
小
隊
訓
練
、
機
械
器

具
点
検
を
受
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
消
防
活
動
に
功
績
が
あ
っ
た

団
員
に
そ
れ
ぞ
れ
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

　

表
彰
団
員
は
下
記
の
と
お
り
で
す
。

　
　

永
年
勤
続
章　
　
　

【
敬
称
略
】

　

【
第
一
分
団
】　
　

 
 

大
竹　

雅
俊

　

【
第
二
分
団
】

　
　

荒
明　

宏
行　

 
 

山
内　

 
 

徹

　
　

田
崎　

雄
一

　

【
第
三
分
団
】 

　
　

蓮
沼　

潤
一　

 
 

大
竹　

貴
之

　
　

石
田　

将
教

　

【
第
四
分
団
】 

　
　

村
山 

 

祐
次　

 
 

渡
部　

嘉
友

　
　

武
田　

正
宣　

 
 

佐
々
木
歩
岳

　

【
第
五
分
団
】 　
　

 

井
上　

敬
氏

　

【
第
六
分
団
】

　
　

佐
藤　

潤
一　

 
 

目
黒　

一
泉

　
　

鈴
木　

真
吾

　

【
第
七
分
団
】

　
　

小
久
保　

浩　

 
 

藤
川　

将
仁

　
　

伊
藤　

孝
洋　

 
 

代
島 

 

和
也

　
　

功　

績　

章　
　
　

【
敬
称
略
】　

　

【
第
一
分
団
】　
　

 
 

田
中 

 

知
徳

　

【
第
二
分
団
】　

 

　
　

佐
瀬 

 

用
高　

 
 

田
﨑 

 

雄
一

　

【
第
三
分
団
】　
　
　
　

　
　

大
堀 

 

利
文　

 
 

遠
藤 

 
祐
也

　

【
第
四
分
団
】　
　

　
　

松
本 

 

哲
也　

 
 

杉
原 

 
 
 

誠

　
　

白
井 

 

慶
一

　

【
第
五
分
団
】

　
　

白
岩 

 
 
 

秀　

 
 

武
藤 

 

秀
忠

　

【
第
六
分
団
】

　
　

佐
藤 

 

潤
一　

 
 

福
地 

 

隆
宏

　

【
第
七
分
団
】

　
　

渡
辺 

 

正
幸　

 
 

伊
藤 

 

孝
洋 

　
　

精　

勤　

章　
　
　

【
敬
称
略
】　
　
　
　
　

　

【
第
一
分
団
】　
　

　
　

荒
井　

貴
史　

 
 

斎
藤 

 

敬
三

　
　

嶋
田 
 

充
雄　

 
 

赤
城 

 
 
 

理

　

【
第
二
分
団
】

　
　

大
竹 

 

弘
樹　

 
 

上
野 

 

清
範

　
　

五
十
嵐
大
佐　

 
 

佐
々
木
祐
喜

　
　

大
堀 

 

真
弘 

 
 
 

風
間 

 

幸
英

　
　

大
堀 

 

晃
司 

 
 
 

菊
地 

 

啓
太

　
　

岩
渕 

 

大
樹 

 

　

石
田 

 

和
也

　

【
第
三
分
団
】

　
　

五
十
嵐
拓
也 

　

 

五
十
嵐
新
治

　
　

谷
津 

 
 
 

圭　
　

武
藤 

 

昇
太

　
　

武
藤 

 

洋
忠 

 

　

佐
藤 

 

拓
也

　

【
第
四
分
団
】

　
　

渡
部 

 

貴
洋　
　

石
川 

 

孝
樹

　
　

渡
部 

 

賢
児 

 

　

橋
本 

 

宏
次

　
　

小
池 

 

達
矢

　

【
第
五
分
団
】 

　
　

松
澤 

 
 
 

悠　
　

前
田 

 

裕
宗

　
　

上
野 

 

純
人　
　

齋
藤 

 

文
誠

　
　

岩
渕 

 

研
一

　

【
第
六
分
団
】 

　
　

蓮
沼 

 
 
 

亮　
　

山
口 

 
 
 

賢

　
　

酒
井 

 
 
 

吏 

　

五
十
嵐
脩
太
郎

　
　

板
橋 

 

吉
彦

　

【
第
七
分
団
】　
　
　

高
梨 

 
 
 

実


